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※
稚
児
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
お
申
し
込
み
は
、
須
磨
寺
寺
務
所
ま
で
。

　
　

詳
し
く
は
、
寺
務
所
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

来
る
五
月
十
二
日
、「
大
本
山
須
磨
寺

春
季
大
祭　

の
ん
の
ん
ま
つ
り
」
を
厳

修
い
た
し
ま
す
。

　

大
法
要
を
は
じ
め
、
様
々
な
仏
教
体

験
ブ
ー
ス
、
法
話
、
一
絃
須
磨
琴
、
御

詠
歌
の
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
、
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
な
ど
、
一
日
須
磨
寺
で
楽
し
い
時

間
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

10
時	

各
体
験
ブ
ー
ス
、

	

キ
ッ
チ
ン
カ
ー

	
      

ス
タ
ー
ト
　

11
時	

本
尊
慶
讃
法
要

	

稚
児
行
列   

本
堂

13
時
半	

法
話
　    

稲
荷
社
前
ス
テ
ー
ジ

14
時 	

一
絃
須
磨
琴 

稲
荷
社
前
ス
テ
ー
ジ 

14
時
半	

御
詠
歌
　

稲
荷
社
前
ス
テ
ー
ジ

15
時	

神
戸
市
消
防
音
楽
隊

	
 

演
奏
　

　
稲
荷
社
前
ス
テ
ー
ジ

5月
12日

稚児行列

稚児行列

法話

御詠歌

一絃須磨琴

日

令和6年  3月号（第46号）

▪
プ
ロ
グ
ラ
ム



本堂

正覚院阿字観道場

 八角堂と
　テント

万神殿

阿字観瞑想

あなたの散華 
描きます

客殿前

桜寿院

キッチンカー
3台

食　事

カレー（シオン）
ジェラート（ジェラート・シー）
敦盛蕎麦（花月）

食　事

写経・写仏

平座理趣三昧法要

御詠歌奉詠

稚児お練り行列

稲荷社前
特設舞台

小池陽人

法話

一絃須磨琴

御詠歌

春季大祭次第～プログラム～
10:00 体験コーナー（八角堂）　／　生前ビデオ（万神殿）
 食事処（客殿前と万神殿）
11:00 導師・職衆　平座理趣三昧法要（本堂）
 稚児　お練り行列(境内)　／　御詠歌（本堂）
　　　　　　　　　　　　　　昼  食
13:30 法話　（稲荷社前ステージ）
14:00 一絃須磨琴奉納　（稲荷社前ステージ）
14:30 御詠歌　（稲荷社前ステージ）
15:00    神戸市消防音楽隊　演奏　（稲荷社前ステージ）

蓮生院

桜寿院

正覚院阿字観道場

＜アンテリジャン＞
おいで下さった方と
楽しくお話します。 
その様子を 
YouTube配信します。

お菓子販売お菓子販売

浜屋仏壇店

松本ろうそく

日本レスキュー協会

災害救助育成・派遣

安田念珠店一の橋天風

念珠作り体験念珠作り体験

ろうそく作り体験

お香作り体験お香作り体験

千
秒
で 

あ
な
た
だ
け
の 

千
手
観
音
を
描
く

桜寿院　　あなたの散華描きます
正覚院　　阿字観体験
蓮生院　　写経・写仏体験

生前ビデオ

子守 康範氏

尾
中
康
宏

蓮生院
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●問い合わせ（須磨寺）
　078-731-0416



お
寺
で
写
経
と
瞑
想
の
体
験
会
を
致
し
ま
す
。気
軽
に
で
き
る
写
経
・
瞑
想
で
す
の
で
、

初
め
て
の
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
疲
れ
た
心
を
癒
し
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
写
経
の
み
、
瞑
想
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。
足
を
組
み
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
）

写
経
・
瞑
想
体
験
会

護
摩
行

日　

時
：

　
　

五
月
二
十
六
日
（
日
）

　
　

六
月
二
十
二
日
（
土
）・
三
十
日
（
日
）

　

   

写
経
会 

十
四
時
～
十
五
時
半　
　

瞑
想
会 

十
六
時
～
十
七
時
半

                 

（
受
付
は
三
十
分
前
か
ら
）　
　

場　

所
：
蓮
生
院
本
堂　
　

参
加
費
：
写
経
五
百
円
・
瞑
想
会
千
円

写
経
・
瞑
想
体
験
会
は
事
前
申
し
込
み
制
で
す
。

発
熱
、
咳
、
下
痢
、
頭
痛
、
息
苦
し
さ
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
参
加
は
ご
遠
慮

下
さ
い
。

マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
お
昼
ま
で
に
蓮
生
院
の
寺
務
所
に
お
申
込
み
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

諸
事
情
に
よ
り
取
り
や
め
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

蓮
生
院
電
話
番
号　

〇
七
八
―
七
三
一
―
二
三
一
一

蓮生院  四月から六月までの行事予定
毎
月
、
二
十
一
日
十
四
時
か
ら
厄
除
け
大
師
堂
で
、
二
十
八
日
十
四
時
か
ら
蓮
生
院

本
堂
で
護
摩
を
致
し
ま
す
。
お
参
り
は
自
由
な
の
で
、
護
摩
行
中
は
ご
自
由
に
お
入

り
く
だ
さ
い
。
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十
三
ま
い
り

　

来
る
四
月
六
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
、
須
磨
寺
本
坊
書
院
に
お
い
て
、
十
三

ま
い
り
の
法
要
を
厳
修
い
た
し
ま
す
。
十
三
ま
い
り
と
は
、
数
え
年
の
十
三
歳
、

つ
ま
り
生
ま
れ
た
年
の
干
支
が
初
め
て
巡
っ
て
く
る
年
に
、
虚
空
蔵
菩
薩
に
智
恵

と
福
徳
と
健
康
を
授
け
て
も
ら
い
に
お
参
り
す
る
行
事
で
、
別
名
「
智
恵
詣
」

「
智
恵
貰
」
と
も
言
い
ま
す
。

　

虚
空
蔵
菩
薩
と
は
、
広
大
無
辺
の
智
恵
と
福
徳
を
お
持
ち
で
、
そ
れ
を
総
て
の

人
に
授
け
よ
う
と
の
御
誓
願
の
も
と
に
、
こ
の
世
に
お
い
で
に
な
る
仏
様
で
す
。

　

大
人
へ
と
歩
ん
で
い
く
子
ど
も
の
成
長
を
喜
び
、
仏
様
の
ご
加
護
を
祈
る
、
古

く
か
ら
続
く
日
本
の
習
わ
し
で
す
。

　

ご
家
族
で
是
非
お
参
り
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

記

◆ 

日　

時　

　

四
月
六
日（
土
）　

　

午
後
一
時
受
付  

午
後
二
時
開
白

◆ 

場　

所　
　

　

 

須
磨
寺
本
坊　

書
院

◆ 

御
祈
祷
料　
　

　

 

五
千
円（
お
一
人
）

◆ 

お
申
し
込
み　

　

 

須
磨
寺
派
各
寺
院
と
須
磨
寺
寺
務
所

◆ 

お
問
合
わ
せ　

　

  

電
話（
〇
七
八
）七
三
一—

〇
四
一
六

前
日
ま
で
に
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
法
要
当
日
に
ご
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、

後
日
個
別
に
お
勤
め
を
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。    
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須
磨
寺
　
は
な
ま
つ
り
（
灌か

ん
ぶ
つ
え

仏
会
）

日　

時　
　

四
月
六
日（
土
）か
ら
八
日（
月
）　

午
前
八
時
半
か
ら
午
後
三
時
ま
で

場　

所　
　

須
磨
寺　

宝
物
館
前　

休
憩
所

　

四
月
八
日
は
、
お
釈
迦
さ
ま

の
お
誕
生
日
で
す
。
日
本
全
国

で
「
は
な
ま
つ
り
」
と
称
し
て
、

お
釈
迦
さ
ま
の
ご
生
誕
を
祝

い
、
甘
茶
を
誕
生
仏
に
か
け
る

灌か
ん
ぶ
つ
え

仏
会
が
催
さ
れ
ま
す
。

　

二
千
五
百
年
以
上
前
の
イ
ン

ド
、
シ
ャ
カ
族
の
シ
ュ
ッ
ド
ー

ダ
ナ
王
の
妃
で
あ
っ
た
マ
ー
ヤ

夫
人
は
、
あ
る
夜
白
い
象
が
降
り
て
き
て
自
分
の
右
わ
き
腹
の
中
に
入
る
夢
を
み
ま
し
た
。

そ
の
後
ご
懐
妊
さ
れ
、
里
帰
り
す
る
旅
の
途
中
、
ル
ン
ビ
ニ
と
い
う
場
所
で
お
釈
迦
さ
ま

を
お
産
み
に
な
り
ま
し
た
。
お
釈
迦
さ
ま
は
、
マ
ー
ヤ
夫
人
の
右
脇
か
ら
生
ま
れ
、
七
歩

あ
る
い
て
立
ち
止
ま
り
、右
手
を
天
に
向
け
、左
手
を
大
地
に
向
け
、「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
お
釈
迦
さ
ま
の
誕
生
を
喜
び
、世
界
中
の
花
が
咲
き
誇
り
、

甘
露
の
雨
が
降
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
れ
が
有
名
な
お
釈
迦
さ
ま
誕
生
の
伝
説
で
す
。
こ

の
故
事
に
よ
り
、
四
月
八
日
に
は
花は
な
み
ど
う

御
堂
と
呼
ば
れ
る
小
さ
な
お
堂
の
中
に
、
誕
生
仏
を

お
祀
り
し
、
甘
茶
を
か
け
る
灌
仏
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
と
は
、
広
い
世
界
で
自
分
が
一
番
尊
い
と
い
う
意
味
に

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
お
釈
迦
さ
ま
の
命
だ
け
で
な
く
、
他
の
人
々
や
動
物
、
草
木
な
ど
、

生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
の
命
が
平
等
に
尊
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
生
命
尊
重

を
意
味
す
る
こ
の
言
葉
こ
そ
仏
教
の
根
本
精
神
な
の
で
す
。

　

須
磨
寺
で
は
、
四
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
灌
仏
会
を
行
い
ま
す
。
是
非
お
参
り
下
さ
い
。

は
な
ま
つ
り

須磨寺〈能登半島地震チャリティ〉

上映会
「先祖になる」

東日本大震災の津波で息子と家を失った木こりの老人・佐藤直志さんが、
たぐい希な人間力で、みずから森で木を伐り、もとの場所に家を建て
直すまでを追った、愛と勇気のドキュメンタリー。生きることの本質を問い
かけ、観るものすべてを元気にする！
（チラシより抜粋）

上映後に、「先祖になる」監督　池谷薫氏と、須磨寺寺務長　小池陽人によ
る能登半島地震追悼トーク「逆境を耐え抜く　佐藤直志　という生き方」を
開催致します。

場所 須磨寺青葉殿

1,500 円（当日会場にて）入場料

追悼トーク 15 時半より

13：30〜上映
　（13時開場）3月31日日

※募金をお願い致します。「日本笑顔プロジェクト」を通じて、能登半島地震の支援金としてお送りいたします。


